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　11月1日現在一
男4，165（＋5）
女4，270（＋14）
計　　8，435（＋19）

世帯数2，287（＋g）

　（）は前月比較

いざというときに備え

　　　防災訓練を実施

〒948－0192　新潟県中魚沼郡川西町大字水口沢12番地　TELO257－68－3111　FAXO257－68－3828

発行・編集　川西町役場総務課　E－Mail：kawanisi＠nsv1．tiara．or、jp　（毎月10日発行）



間断なく給水を続ける「千手浄水場」はライフライン（水部門）

の要

　
食
事
や
洗
面
、
ト
イ
レ
や
入
浴
と
い

っ
た
日
常
の
暮
ら
し
の
場
面
場
面
で
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
水
。
水
は
、
赤
ち

ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
だ
れ
も
が
毎

日
使
う
も
の
で
す
か
ら
、
安
全
性
が
確

保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
安
全
で
お
い
し
い
水
を
お

届
け
す
る
た
め
に
、
毎
月
水
質
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
表
は
、
九
月
に
行
っ
た
水
質
検

査
の
う
ち
上
水
道
、
室
島
簡
水
、
臼
倉

簡
水
の
水
道
端
末
に
お
け
る
検
査
結
果

で
す
。
検
査
項
目
は
四
十
七
あ
り
、
そ

の
い
ず
れ
も
水
質
基
準
に
適
合
し
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
安
心
し
て
ご
使
用
く

だ
さ
い
。

区　　　　分 上　　水　道 室島簡水 臼倉簡水
水　　　　　　　源 深井戸 湧水 湧水

浄　　水　　施　　設 千手浄水場 室島浄水場 臼倉浄水場

検　査　種　別 基準項目（47項目） 基準項目（47項目） 基準項目（47項目）

検　水　種　別 給水栓水 給水栓水 給水栓水

水　　　　　　　温 25．2℃ 24．2℃ 24、0℃

採　水　年　月　日 9月9日 9月9日 9月9日
採　　水　　場　　所 岩瀬地内 室島地内 小臼倉地内

採水時残留塩素 0．2mgμ 0．2mgμ 0．2mgμ

分類 検査項　目 水　質　基　準
検　　査　　結　　果

上　水　道 室島簡水 臼倉簡水

病原

生物

一般細菌 lm尼中100以下 0 0 0
大腸菌群 検出されないこと 検出しない 検出しない 検出しない

無
機
物
質
重
金
属

カドミウム 0．01mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

水銀 0．0005mg／2以一下 0．00005未満 0．00005未満 0．00005未満

セレン 0．Olmgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

鉛 0．05mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0，002

ヒ素 0．01mgμ以下 0，004 0，004 0．001未満

六価クロム 0．05mgμ以下 0．005未満 0．005未満 0．005未満

シアン 0．Olmgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

硝酸性窒素及び亜硝酸i生窒素 10mgμ以下 0．6 0．6 0．8

フッ素 0．8mgμ以下 0．19 0．17 0．12

一
般
有
機
化
学
物
質

四塩化炭素 0．002mgμ以下 0．0002未満 0．0002未満 0．0002未満

1，2ジクロロエタン 0．004mgμ以下 0．0004未満 0．0004未満 0．0004未満

1，1一ジクロロエチレン 0．02mgμ以下 0．002未満 0．002未満 0．002未満

ジクロロメタン 0．02mgμ以下 O．002未満 0．002未満 0．002未満

シスー1，2一ジクロロエチレン 0．04mgμ以下 0．004未満 0．004未満 0．004未満

テトラクロロエチレン 0．01mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

1，1，2一トリクロロエタン 0．006mgμ以下 0．0006未満 0．0006未満 0．0006未満

トリクロロエチレン 0．03mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

ベンゼン 0．01㎎μ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

消
毒
副
生
成
物

クロロホルム 0．06mgμ以下 0，010 0，011 0，005

ジブロモクロロメタン 0．1mgμ以下 0，002 0，003 0，005

ブロモジクロロメタン 0．03mg／¢以下 0，004 0，004 0，007

ブロモホルム 0．09mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

総トリハロメタン 0．1㎎／尼以下 0，016 0，OI8 0，018

農
　
　
薬

1，3一ジクロロプロペン 0．002㎎μ以下 0．0002未満 0．0002未満 0．0002未満

シマジン 0．003mgμ以下 0．0003未満 0．0003未満 0．0003未満

チウラム 0．006mgμ以下 0．0006未満 0．0006未満 0．0006未満

チオベンカルブ 0．02mgμ以下 0．002未満 0．002未満 0．002未満

お
眉
げ
し
ま
す
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■
水
は
限
り
の
あ
る
資
源
、
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
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下
水
道
の
普
及
な
ど
、
私
た
ち
の
生
　
　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
限
り
あ
る
貴
重
な
　
肱

活
環
境
が
改
善
さ
れ
便
利
で
快
適
に
な
　
　
資
源
で
す
。
こ
の
大
切
な
資
源
を
私
た
　
几

る
に
つ
れ
、
年
々
、
水
の
需
要
が
増
加
　
　
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
、
大
切
に
使

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
水
は
無
尽
蔵
　
　
い
ま
し
ょ
う
。



■
凍
結
に
よ
る
水
道
管
の
破
損
事
故
に
ご
注
意
を

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
凍
結
に
よ
る

水
道
管
の
破
損
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
水
道
管
が
露

出
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

凍
結
事
故
の
予
防
の
た
め
、
水
道
管
の

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。
露
出
箇
所
を

見
つ
け
た
ら
、
保
温
材
等
を
巻
く
な
ど

の
事
故
防
止
対
策
を
お
忘
れ
な
く
。

　
な
お
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
通
過
し
た

分類 検査　項　目 水　質　基準
検　　査　　結　　果

上水　道 宝島簡水 白倉簡水

色

亜鉛 1．0㎎紹以下 0．01未満 O．01未満 0．15
鉄 0．3㎎紹以下 0．09 O．09 0．04
銅 1．0㎎／4以下 O．01未満 0．01未満 O．01未満
マンガン 0．05㎎／4以下 0．005未満 0．OO5未満 0．005未満

味
　
　
覚

ナトリウム 200㎎紹以下 13．O 13．O 17．O
塩素イオン 200㎎紹以下 5．0 5．0 10．0
硬度（カルシウム・マグネシウム等） 300㎎超以下 57 56 142

蒸発残留物 500㎎紹以下 150 151 292
有機物（過マンガン酸カリウム消費量） 10㎎／4以下 0．2 1．1 1．O

発泡 陰イオン界面活性剤 O．2㎎／4以下 0．02未満 0．02未満 0．02未満

に
お
い

1，1，1一トリクロロエタン O．3㎎超以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

フェノール類 フェノールとしてO．005mg／4以下 0．005未満 0．005未満 0．OO5未満

基
礎
的
性
状

pH値 5．8以上8．6以下 8．3 8．3 7．7

味 異常でないこと なし なし なし

臭気 異常でないこと なし なし なし

色度 5度以下 2 2 2
濁度 2度以下 0．1未満 0．1未満 0．1未満

水
に
つ
い
て
は
、
水
道
料
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
気
付
か
ぬ
う
ち
に
多
額
の
料

金
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
漏

水
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
水
道
管
の
管
理
は
使
用
者

　
の
責
任
で

　
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
宅
内
側
は
、
皆

さ
ん
が
工
事
費
を
負
担
し
た
も
の
で
、

住
宅
と
同
様
皆
さ
ん
の
財
産
で
す
。

　
水
道
管
は
、
テ
レ
ビ
や
ス
ト
ー
ブ
な

ど
と
違
い
、
故
障
が
は
っ
き
り
見
え
な

い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
水
圧
の
低
下
や
壁

や
床
か
ら
の
し
み
だ
し
を
発
見
し
た
と

き
に
は
、
か
な
り
の
漏
水
量
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
て
、
多
額
の
料
金
負
担
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ

ー
か
ら
宅
内
側
は
皆
さ
ん
の
財
産
で
あ

　
　
　
　
　
は
ん
ち
ゅ
う

り
管
理
責
任
の
範
疇
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、
十
月
下
旬
に
メ
ー
タ
ー
検
針

を
行
っ
て
か
ら
来
年
四
月
ま
で
の
冬
期

間
は
、
メ
ー
タ
ー
検
針
は
行
わ
ず
推
定

で
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
各
ご
家
庭
で
毎
月
決
ま
つ

た
日
を
「
水
道
点
検
の
日
」
と
決
め
て
、

自
主
的
に
点
検
・
管
理
す
る
習
慣
付
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
水
道
管
か
ら
の
漏
水
は
、
下
図
の
方

法
を
使
う
と
比
較
的
簡
単
に
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
試
し
く
だ
さ
い
。

漏水はありませんか7

　漏水は、水道メーターを確認するこ

とで簡単に発見することができます。

　水道の蛇口を全部閉めた状態で、水

道メーターのパイロットが少しでも回

転していれば、どこかで漏水をしてい
ます。

　漏水を発見したら、指定工事事業者

（工事店）へ修理の依頼をしてくださ
い。

※この水道メ　　　　　　　　　　　（水の使用量を
＿々＿，＋1‘）っ＿3　　　　＿＿，一．　　　表します）

＼（1m・未満の
　水量を表わ

　します）

※この水道メ

ーターは123m3
456尼と読みま
す

パイロット

水道メーター

水道に関するお間い合わせは

環境整備課水道係

費68－3111（内線102）

水
道
の
工
事
は
、
町
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
工
事
店
）

で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
修
理
工
事
も
含
め
て
、
左
記
の

事
業
者
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

川西町水道工事事業者（工事店）一覧表
　　　　　　　　　　　　（平成11年10月20日現在）

店　　　名 電話番号 店　　　名 電話番号

孫　六　商　店　㈱ 68－4503 ㈱小千谷配管設備工業 0258
83－2111

㈱　　ヒ　　ノ　　デ 68－2511 ㈲和　伴　設　備 52－5958

太　　田　水　道 68－2238 ㈲諏訪部鉄工所 025886－2229
㈱　山　松　商　店 68－2029 ㈱　ク　ロ　サ　キ 0258

83－4512

㈱北野工務店 68－2247 し　み　ず　設　備 68－4725
佐　藤　水　　道 68－2776 ㈲富　井　電　気 63－2970
㈲　新　興　住　設
川　西　営　業　所 68－2352 ㈲ナカ設備工業 58－4076
㈱　　美　　佐　　伝
川　西　出　張　所 68－2129 ㈲技工　住　設 52－3964
㈱　　　　拓　　　越
川　西　出　張　所 68－4062

㈲　　ア　　セ　　ス 68－2279

㈲金盛自動車工業 68－2057 ㈱　中　越　工　業 0258
82－1119

北越上下水道㈱
川　西　営　業　所 68－2728 ㈱村　山　商　会 52－3505

山　家　鉄　工　所 68－2158 ㈲ス　ドー設備 56－2607

㈲　魚　沼　鉄　工 52－2205 北　栄　建　設　㈱長　　岡　　支　　店
0258
46－6274

③11．11．10



（平成11年4月1日現在）囚職員の初任給の状況

　難懸鑛務鑛顯i綴鐡　懇灘雛鐵楼灘譲籔撚懸繕．團鍵欝
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区　　分

川西町 国

決定初任給
採用2年経過日

給料　額
決定初任給

採用2年経過日

給料額
一般行政職

大学卒 174，200円 188，500円 174，200円 188，500円

高校卒 141，700 151，600 141，700 151，600

人件費の状況（普通会計決算）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　（平成11年4月1日現在）

区　　分
経験年数7年以上

　　　10年未満

経験年数15年以上

　　　20年未満

経験年数20年以上

　　　25年未満
区分
住民基本台帳

（平成11．3．31）

歳　出　額

　　　　A
実質収支 人件費

　　　B

人件費率
（B／A）

一般行政職
大学卒 241，900円 331，133円 357，166円

10年
　　　　人
8，383

57億

3，158万5千円

2億

802万3千円

10億

6，215万1千円

　　　％

18．5高校卒 190，300 277，600 334，300

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の

　　年数をいいます。

職員給与等の状況（普通会計予算）
（平成11年4月1日現在）囹一般行政職の級別職員数の状況匪■一瓢又｛’丁双『哉《〃祓万り『哉貝璽∬ノ2襯　　　　（平成11年4月1日現在）

区分
職員数

　　A
給　　　与　　　費 1人当たり

給与費（B／A）区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
参　　考

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計B1年前の構成比 5年前の構成比

8級 課　　　　　長 1人 1．0％ ＿　　％ ＿　　％
ll年度

　　人

127
4億

7，298万円 7，262万7千円

2億

2，356万6千円

7億F

6，917万3千円
605万6千円

7級 課　　　　　長 6 5．9 2．9 1．8

6級 課長・課長補佐 11 10．9 14．3 6．4 （注）1　職員手当には退職手当は含みません。

　　2　給与費は6月補正後の予算に計上された額です。

　職員の平均給料月額及び平均年齢の状況　　（平成11年4月1日現在）

5級 係長　・主任 23 22．8 22．9 22．9
4級 主　　　　　任 27 26．8 27．6 39．5
3級 主事　・技師 6 5．9 4．8 7．4

2級 主事　・技師 19 18．8 17．1 11．0
区　分

一般行政職 技能労務職1級 主事　・技師 7 6．9 9．5 10．1
その他 1 1．O 0．9 0．9 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

計 101 100．O 100．O 100．0 川西町 317，768円 40．9歳 276，345円 49．8歳

（注〉1　川西町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員級です。

　　2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
国 322，033 39．7 286，958 47．8

（注）1　職員手当には退職手当は含みません。

　　2　給与費は6月補正後の予算に計上された額です。

（平成11年4月1日現在）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

（注〉1　川西町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員級です。

　　2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

％
～
％
税
を
知
る
週
問
で
す

　
国
や
県
・
市
町
村
は
、
私
た
ち
国
民

が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る

よ
う
に
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
住
宅
や

道
路
の
整
備
、
教
育
の
振
興
な
ど
、
幅

広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
国
や
地
方
公
共
団
体
の
活
動
の
財
源

と
な
る
の
は
税
金
で
す
。
税
金
は
、
私

た
ち
が
生
活
の
向
上
と
安
定
を
願
う
限

り
ど
う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
共
同
社
会
を
維
持
す
る
た
め
の

い
わ
ば
「
会
費
」
と
も
い
え
ま
す
。

　
国
税
庁
で
は
、
広
く
国
民
の
皆
さ
ん

に
税
の
意
義
や
役
割
を
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
毎
年
十
一
月
十

一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
期
間
を
「
税

を
知
る
週
間
」
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
週
間
に
合
わ
せ
、
全
国
の
中
学
生

を
対
象
に
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
十

日
町
税
務
署
管
内
で
は
、
郡
市
内
か
ら

一
、
六
〇
六
点
の
応
募
が
あ
り
、
う
ち

川
西
中
学
校
か
ら
は
二
一
五
点
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
で
は
税
に
つ
い
て
の
作
文
を
募
集
し

ま
し
た
。
郡
市
内
か
ら
四
五
七
点
が
集

ま
り
、
川
西
中
学
校
か
ら
は
六
二
点

（
三
年
生
）
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
標

語
・
作
文
の
入
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

【
標
語
】

関
東
信
越
国
税
局
長
賞
　
佳
作

　
税
金
を
　
生
か
し
て
広
げ
る
　
福
祉

　
の
和
　
　
　
　
　
二
年
登
坂
悠
紀

十
日
町
税
務
署
長
賞
　
優
秀

　
み
ん
な
の
税
　
あ
な
た
の
町
に
も

生
き
て
い
る
　
　
三
年
　
押
木
香
織

十
日
町
税
務
署
長
賞
　
佳
作

税
金
で
　
明
る
い
笑
顔
の
　
町
づ
く

り
　
　
　
　
　
二
年
登
坂
葉
月

町
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

〈
入
選
〉

税
金
で
　
住
み
よ
い
暮
ら
し
　
町
づ

く
り
　
　
　
　
　
二
年
丸
山
慶
子

税
金
で
　
つ
く
る
町
な
み
　
み
ん
な

　
の
え
が
お
　
　
　
三
年
　
田
中
宏
典

税
金
は
　
未
来
の
か
け
は
し
　
夢
の

は
し
　
　
　
　
三
年
　
小
林
奈
穂
子

考
え
よ
う
　
税
の
役
割
　
使
い
方

　
　
　
　
　
　
　
　
一
年
山
家
悠
平

税
を
知
り
　
正
し
い
納
税
　
明
る
い

社
会
　
　
　
　
一
年
根
津
広
太

〈
佳
作
〉

　
一
年
村
越
麻
美
柄
沢
嘉
希
星

　
　
　
名
千
夏
　
青
木
翔
太
　
和
久

　
　
　
井
喬
　
高
橋
佳
広
　
宮
健
之

　
　
　
齋
藤
準
樹
　
星
名
絵
里
香

　
　
　
蔵
品
梢

二
年
永
井
明
光

三
年

【
作
文
】

　
　
　
　
　
商
橋
奈
月

星
名
香
奈
子
　
川
崎
佳
美

羽
鳥
裕
史
　
丸
山
和
哉
　
高

橋
愛
子
　
登
坂
竜
也
　
渡
部

祐
太
佐
藤
泰
之

（
三
年
生
の
み
）

町
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

〈
入
選
〉

　
「
未
来
を
見
つ
め
て
」
　
星
野
秀
美

　
「
税
金
の
使
い
道
」
　
　
高
橋
愛
子

〈
佳
作
〉

藤
巻
希
　
星
名
香
奈
子
　
片
桐
美
穂

11．11－10④



．区分

通
勤
手
当

交通機関利用者負担している運賃の額に応じて最

　高50，000円まで支給
交通用具使用者片道の使用距離に応じ、2，000円（2km以上5

　km未満）から最高20900円（片道40km以上）まで支給。

　　　　　区　　　　　　　　　　　　　分 国の制度と比較

同　じ

支　　給　　総　　額 20，229千円10年度
職員1人当たり支給年額 133　千円

時勤
問肇

外当 9年度
支　　給　　総　　額 16，315千円
職員1人当たり支給年額 104千円

国特別職の報酬等の状況

職員手当の状況

を

（平成11年4月1日現在）

区　　　分 給料等月額 期　末手　当

給料
町　長

助　役

収入役

752，000　円
581，000　円
551，000　円

10年度支給割合

6月期1．6月分
12月期1．9月分
3月期o．55月分
　計　　4．05月分報　酬

議　長

副議長

議　員

261，000　円
201，000　円

184000　円

団部門別職員数の状況と主な増減理由
（各4月1日現在）

区分

勤
勉
手
当

期
末
手
当

退

職

（10年度支給割合）

　期末手当　　　勤勉手当
6月期　1．6月分　O．6月分
12月期　1．9月分　O．6月分

3月期0．55月分　　一月分
　計　4．05月分　1．2月分

　　川　　西　　町

（支給率〉　　自己都合　勧奨・定年

勤続20年　21．0月分28，875月分

勤続25年　33．75月分44，55月分

勤続35年　47，5月分62．70月分

最高限度額60．0月分62，70月分

その他の加算措置

　定年前早期退職特例措置
　1年につき2％（20％限度）

退職時特別昇給

　20年以上勤続者1号俸
　勧奨の場合10年以上勤続　1号俸

10年度1人当たり平均支給額11332千円

（10年度支給割合）

　期末手当　　　勤勉手当
6月期1．6月分　0．6月分
12月期1．9月分　0．6月分
3月期O．55月分　　一月分
　計　4．05月分　1．2月分

　　　　　国

区　　　　　分 職員数 対前年

増減数
主な増減理由

置明

手
当

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置
1年につき2％（20％限度）

退職時特別昇給

20年以上勤続者1号俸
勧奨の場合10年以上勤続1号俸

10年度1人当たり平均支給額11332千円

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置
1年につき2％（20％限度）

退職時特別昇給

　　　　1号俸

部　　　　　門 平成11年 平成10年

一般行政部門

議　　会
総務企画

税　　務

民　　生
衛　　生

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

2人

227

435

0
1
1
3
1
1

2人

237

446

0
1
2
3
1
2

　人
△1

△1

△1

△1

△1

運転業務の民問委託による減

運転業務、清掃業務の民間委託　よる減

欠員不補充

造林地管理民間委託による減

欠員不補充

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支

　給された平均額です。

区分 区　　　　　　　分 国の制度と比較

扶
養
手
当

同　じ

小　　計 104 109 △5
特別行政部門 教　　育 23 23

配偶者

配偶者以外の扶養親族のうち2人
ただし、配偶者のいない職員の場合には、

その他扶養親族1人につき

　　　　　　16，000円
　　　　　　5，500円

扶養親族のうち1人は11，000円

　　　　　　2，000円
普通会計計 127 132 △5

公営企業等
会計部門

病　　院

水　　道

下水道
その他

6
4
4
3

6
5
6
3

△1

△2

事業量の減少による減

事業量の減少による減

（満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子は5，000円加算〉

住
居
手
当

借家　月額12，000円を超える家賃を支払っている職員

　に対して負担している家賃の額に応じて最高27，

　OOO円（家賃が55，000円以上の場合）まで支給。 同　じ小　　計 17 20 △3
合　　　　　計 144 152 △8 持家　1000円ただし、住宅を新築・購入した場合5年間は2500円

手

当

（支給率）　　自己都合　勧奨・定年

勤続20年　　21．0月分28，875月分

勤続25年　33．75月分44．55月分

勤続35年　47，5月分62．70月分

最高限度額60．0月分62．70月分

その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置
　1年につき2％（20％限度）

退職時特別昇給

　　　　　　1号俸

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支

　給された平均額です。

　地域別構想掲載のお知らせ

　　5月号のまちづくりニュースでお知らせ

したように、今年度は都市計画マスタープ

ランの地域別構想の策定作業を進めていま

す。

　地域別構想は、川西町を千手、上野、橘、

仙田の4地域に区分して、各地域ごとの身

近な生活圏を対象とした現状や課題などを

踏まえ、地域の特性や生活に根差したまち

づくりの基本的なあり方や方向性などを示

すものです。

　　「まちづくりニュース」では、来月号よ

り2地域ずつ、2か月にわたって「地域別

構想（案）」の内容を掲載していきます。

⑧11．11．10

仙田地域

【地域区分図】

橘地域

上野地域

千手地域

　12月号では千手、上野地域、1月号では

橘、仙田地域の地域別構想をそれぞれ掲載

する予定です。

智
68

13
1
1
1
パ内
線
322

）

建
設
課
都
市
計
画
係

お
問
い
合
わ
せ
や
ご
意
見
は
…



小
林
さ
ん
（
木
島
）
が

　
　
　
　
　
防
犯
功
労
者
金
賞
を
受
賞

　
　
　
　
　
ヤ

灘
㎜
騰
購
…
…
∞
∞
　
覇
㎜
…
　
・
㎜
…
…
…
…
㎜
…
㎜
㎜
…

　
十
月
七
日
　
東
京
明
治
記
念
館
で
平

成
十
一
年
全
国
地
域
安
全
運
動
中
央
大

会
が
開
催
さ
れ
、
席
上
、
当
町
の
小
林

健
三
さ
ん
（
81
歳
）
が
、
防
犯
功
労
者

金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
五
年
少
年

補
導
員
に
委
嘱
さ
れ
、
以
来
、
町
青
少

年
育
成
町
民
会
議
会
長
、
県
少
年
育
成

指
導
員
を
歴
任
し
、
現
在
は
町
防
犯
協

会
副
会
長
、
地
域
安
全
パ
イ
ロ
ッ
ト
地

区
推
進
指
導
員
と
し
て
少
年
非
行
防
止

地
域
安
全
思
想
の
普
及
高
揚
な
ど
を
積

極
的
に
推
進
。
二
十
九
年
間
に
及
ぶ
防

犯
活
動
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
小
林
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
五

年
に
県
警
本
部
長
表
彰
、
五
十
六
年
に

県
防
犯
協
会
長
表
彰
、
六
十
三
年
に
関

東
防
犯
協
会
連
絡
協
議
会
長
表
彰
、
平

成
六
年
に
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
長
表

彰
（
銀
賞
）
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。

小
川
さ
ん
に
農
水
大
臣
感
謝
状

十
月
十
八
日
（
統
計
の
旦
、
小
川

昭
一
さ
ん
（
上
野
・
6
5
歳
）
に
農
林
水

産
大
臣
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
北
陸
農
政
局
新
潟
統
計
情

報
事
務
所
（
農
林
水
産
省
）
が
実
施
す

る
統
計
業
務
の
協
力
に
功
績
の
あ
っ
た

人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
小
川
さ
ん
は

昭
和
五
十
九
年
か
ら
農
業
経
営
及
び
家

計
の
実
態
に
つ
い
て
十
五
年
間
記
帳
調

査
に
協
力
。
そ
の
調
査
結
果
は
、
価
格

安
定
施
策
を
は
じ
め
、
農
村
消
費
水
準

の
測
定
な
ど
の
農
業
施
策
の
基
礎
資
料

は
も
と
よ
り
、
国
民
経
済
計
算
の
推
計
、

経
営
改
善
な
ど
の
資
料
と
し
て
広
く
活

用
さ
れ
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ア
オ
イ
の
種

ま
き
に
は
げ
む
生
徒
た
ち

中
学
生
ら
が
ア
オ
イ
の
種
ま
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭
㎜
㎜
…
　
…
　
㎝
　
…
㎜
　
…
…
　
…
　
㎜
　
…
朋
鰯

　
町
で
は
、
里
創
プ
ラ
ン
事
業
と
し
て

進
め
て
い
る
「
か
わ
に
し
ス
テ
ー
ジ
」

を
美
し
い
花
で
包
む
事
業
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ス
テ
ー
ジ
に

ア
オ
イ
の
花
が
一
面
に
咲
き
乱
れ
る
空

間
を
作
り
た
い
と
考
え
、
各
家
庭
で
育

て
て
い
る
ア
オ
イ
の
種
の
ご
提
供
を
お

願
い
し
、
三
十
人
を
超
す
方
々
か
ら
提

供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
十
月
四
日
、
こ
の
集
ま
っ
た
種
を
川

西
中
学
校
三
年
生
全
員
と
地
元
の
人
た

　
　
．
　
　
。
　
　
　
，
9
　
9
り
●
　
　
　
●
、
り
∴
　
　
■
望
　
　
．
。
．
　
　
甲
．
　
　
X
■
’
　
　
　
　
冒
　
　
　
o
　
　
　
、
　
　
■
’
占
●
，

か
わ
に
し
福
祉
ま
つ
り
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
冠

　
十
月
二
日
、
町
総
合
体
育
館
で
「
第

二
回
か
わ
に
し
福
祉
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
、
お
よ
そ
三
百
人
が
参
加
。
こ
れ

は
、
川
西
町
社
会
福
祉
協
議
会
法
人
化

二
十
周
年
と
、
簡
保
健
康
増
進
支
援
事

業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
同
協

議
会
と
簡
保
保
険
加
入
者
協
会
が
主
催
。

手
作
り
品
即
売
の
ふ
れ
あ
い
福
祉
バ
ザ

ユーモアを交えながらボラ
ンティア活動を語る牟田さん

1
や
赤
い
羽
根
チ
ャ
リ
テ
イ
募
金
、
記

念
講
演
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
　
「
こ
れ
か
ら
の
地

域
福
祉
、
み
ん
な
豊
か
に
生
き
る
た
め

に
」
と
題
し
、
俳
優
の
牟
田
悌
三
さ
ん

が
自
ら
の
体
験
か
ら
「
福
祉
」
を
語
り

ま
し
た
。

　
牟
田
さ
ん
は
、
昭
和
三
年
東
京
生
ま

れ
。
北
海
道
大
学
農
学
部
卒
業
。
在
学

中
、
N
H
K
札
幌
放
送
劇
団
入
り
卒
業

後
帰
郷
、
放
送
劇
団
時
よ
り
ラ
ジ
オ
・

舞
台
・
テ
レ
ビ
に
出
演
し
現
在
に
至
る
。

「
ケ
ン
ち
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ
」
、
朝
の
テ

レ
ビ
小
説
「
濡
つ
く
し
」
、
大
河
ド
ラ

マ
「
八
代
将
軍
吉
宗
」
　
「
元
禄
練
乱
」

な
ど
テ
レ
ビ
、
映
画
で
活
躍
中
。
ま
た
、

ち
で
、
川
西
ス
テ
ー
ジ
の
丘
の
テ
ラ
ス

と
谷
の
テ
ラ
ス
合
わ
せ
て
四
十
ア
ー
ル

に
種
ま
き
を
す
る
作
業
を
実
施
。
ナ
カ

ゴ
サ
ン
パ
レ
ス
前
で
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
を

行
っ
た
生
徒
ら
は
班
ご
と
に
指
定
の
場

所
を
確
認
し
、
石
拾
い
か
ら
種
ま
き
と

作
業
を
実
施
。
秋
日
和
の
な
か
、
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
の
体
験
学
習
で
心
地
よ
い
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。
来
年
の
七
月
こ

ろ
に
は
、
赤
や
ピ
ン
ク
、
エ
ン
ジ
な
ど

の
花
を
咲
か
せ
、
見
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。

そ
の
傍
ら
、
社
会
福
祉
法
人
「
世
田
谷

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
協
会
」
理
事
長
、
元
文

部
省
中
央
教
育
審
議
会
専
門
委
員
な
ど

も
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
講
演
で
は
、
P
T
A
活
動
の
重
要
性

を
訴
え
、
　
「
現
在
の
民
主
主
義
の
根
幹

は
個
人
主
義
が
土
台
に
あ
る
の
に
、
そ

れ
を
利
己
主
義
と
勘
違
い
し
て
い
る
人

が
多
い
。
ま
た
、
現
代
は
不
足
が
不
足

し
て
い
る
」
と
も
語
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
学
生
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て
中
学
生
か
ら
教
え
ら
れ

る
場
面
も
多
く
、
障
害
の
垣
根
を
は
ず

す
こ
と
は
心
の
障
害
の
垣
根
を
は
ず
す

こ
と
で
あ
り
、
　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自

己
犠
牲
で
は
な
く
自
己
開
発
、
自
己
形

成
だ
」
ま
た
、
　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

自
分
の
た
め
の
体
験
学
習
だ
」
と
ま
と

め
て
い
ま
し
た
。
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交
通
安
全
総
点
検
を
実
施

　
十
月
三
日
、
木
落
地
内
で
「
交
通
安

全
総
点
検
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
国
道
二
五
二
号
に
沿
っ
て
木
落

地
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
歩
道
が
狭
く

危
険
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
沿
線
住
民
の

主
体
的
な
安
全
点
検
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
安
全
な
歩
道
へ
の
要
望
を
国
・

県
に
対
し
て
働
き
か
け
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
当
日
は
、
地
域
住
民
ら
三
十

四
人
が
参
加
。
木
落
地
内
の
道
路
・
歩

道
を
点
検
し
て
回
り
ま
し
た
。

　
「
歩
道
の
幅
員
が
狭
く
て
危
険
の
た

め
、
す
れ
ち
が
い
が
で
き
る
幅
員
を
確

保
し
て
も
ら
い
た
い
」
　
「
歩
道
に
段
差

が
あ
っ
て
高
齢
者
に
不
便
」
な
ど
、
歩

　
十
月
二
十
日

川
敷
の
ゴ
ミ
拾
い

道
に
対
す
る
点
検
報
告
や
、
道
路
全
般

に
つ
い
て
の
不
都
合
な
ど
の
点
検
結
果

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

鱒，　聾一
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す
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信
濃
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施

　
　
　
　
、

信
濃
川
の
堤
防
と
河

「
信
濃
川
ク
リ
ー
ン

覇
信濃川に沿って堤防や河川敷きのゴミ

を収集する関係者

　麗・醗離

作
戦
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
、
信
濃
川
河
川
愛
護
会
、
建
設
業
者
、

役
場
職
員
ら
が
参
加
し
、
二
時
間
ほ
ど

実
施
。
集
め
た
ゴ
ミ
の
量
は
、
ト
ラ
ッ

ク
ニ
台
と
軽
ト
ラ
一
台
に
も
な
り
ま
し

た
。　
最
近
、
粗
大
ゴ
ミ
は
減
っ
て
は
い
る

も
の
の
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が

依
然
と
し
て
ま
だ
ま
だ
捨
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
上
流
か
ら
増
水
時
に
流

れ
て
き
た
袋
な
ど
の
ゴ
ミ
が
結
構
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　
ゴ
ミ
は
、
決
ま
り
を
守
っ
て
処
分
す

る
と
い
う
心
が
け
が
大
切
で
す
。

一第23回
町民マラソン大会結果

　
十
月
九
日
、
川
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
発
着
点
と
し
て
、
第
二
十
三
回
町

民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

秋
日
和
の
絶
好
の
コ
ン
デ
イ
シ
ョ
ン
と

な
り
、
お
よ
そ
百
人
が
声
援
を
背
に
、

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
各
コ
ー
ス
六
位

ま
で
の
方
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

◆
A
コ
ー
ス
（
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

　
小
学
生
一
～
三
年
生
男
子

六五四三二一一
｛立　｛立　｛立　｛立　｛立｛立

太
田
　
　
渉
（
千
手
小
三
年
）

小
川
　
諒
平
（
上
野
小
三
年
）

高
橋
　
　
惇
（
千
手
小
三
年
）

村
越
裕
太
郎
（
橘
小
二
年
）

田
村
　
祐
馬
（
上
野
小
三
年
）

根
津
　
　
元
（
上
野
小
二
年
）

同
女
子

一
位
高
橋
　
　
梢

（
千
手
小
二
年
）

一一二一一六五四三二
位般位位般位位位位位
　女　　 男
星子藤井子羽小橋中丸
名　木川　鳥黒本村山

丸
山
瑠
衣
子

中
村
亜
希
子
　
幸
喜
美
綾
華

Aコースを出発し、ゴールを目前にがんばる選手

（
上
野
小
二
年
）

（
千
手
小
二
年
）

（
千
手
小
一
年
）

（
千
手
小
一
年
）

（
千
手
小
一
年
）

一
弘
（
新
町
新
田
）

浩
明
（
上
野
小
教
諭
）

薫
（
学
校
町
）

◆
B
コ
ー
ス
（
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

　
小
学
生
四
～
六
年
生
男
子

六五四三二一・
｛立イ立｛立｛立｛立｛立

南
雲
　
　
革
（
千
手
小
六
年
）

清
水
　
健
太
（
千
手
小
六
年
）

永
井
　
裕
貴
（
橘
小
六
年
）

片
桐
　
裕
貴
（
橘
小
五
年
）

五
十
川
　
裕
（
千
手
小
六
年
）

金
子
　
恭
平
（
上
野
小
六
年
）

同
女
子

一
位
丸
山
芽
衣
子

二
位
　
田
村
知
佳

三
位
　
小
林
　
加
奈

四
位
　
左
藤
美
穂
子

五
位
押
木
瑞
紀

六
位
山
口
美
香

中
学
生
女
子

六五四三二一一
位位位位位位

樋樋村川小丸
口口越崎川山

（
上
野
小
六
年
）

（
千
手
小
四
年
）

（
仙
田
小
五
年
）

（
山
野
田
）

（
上
野
小
六
年
）

（
橘
小
五
年
）

慶
子
（
二
年
）

沙
与
（
一
年
）

真
美
（
一
年
）

麻
美
（
一
年
）

恵
美
（
二
年
）

未
央
（
二
年
）

　
一
般
男
子

　
一
位
小
田
　
尚
和
（
千
手
小
教
諭
）

　
二
位
柳
　
昌
光
（
東
善
寺
）

　
三
位
　
大
久
保
喜
弘
（
野
口
）

　
四
位
　
高
橋
　
洋
一
（
伊
友
）

◆
C
コ
ー
ス
（
四
・
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

　
中
学
生
男
子

六五四三二一
位位位位位位

藤片山丸登上
巻桐崎山坂村

　俊　　竜晃
繁一徹真也一
（　（　（　（　（　（

年年年年年年
）　）　）　）　）　）

一
般
男
子

六五四三二一｛立｛立イ立｛立｛立｛立

山渡左柳田小
口貰藤　村田

尚
和
（
千
手
小
教
諭
）

利
一
（
中
島
町
）

昌
光
（
東
善
寺
）

房
雄
（
山
野
田
）

克
典
（
新
町
新
田
）

清
（
仁
田
）

一
般
女
子

一
位
　
押
木
　
　
靖
江
（
元
町
）
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ス
テ
キ
発
見
・
喜
び
の
表
彰
式

　
越
後
妻
有
ス
テ
キ
発
見
表
彰
式
が
十

月
十
六
日
、
十
日
町
市
の
ク
ロ
ス
ー
0
で

開
催
さ
れ
、
受
賞
者
を
は
じ
め
二
百
五

十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
提

供
い
た
だ
い
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
地
酒
、

か
え
ん

火
焔
土
器
レ
プ
リ
カ
な
ど
の
賞
品
が
並

び
、
百
点
の
入
賞
・
入
選
作
品
が
展
示

さ
れ
た
華
や
か
な
中
、
ス
テ
キ
発
見
大

賞
の
高
橋
賢
治
さ
ん
（
津
南
町
）
に
は
、

賞
状
と
大
地
の
芸
術
祭
で
の
個
展
開
催

の
目
録
、
副
賞
と
し
て
商
品
券
二
十
万

円
と
無
農
薬
有
機
栽
培
コ
シ
ヒ
カ
リ
九

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
贈
ら
れ
、
そ
の
あ
と

次
々
に
各
賞
受
賞
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し

　
　
　
　
織
聯
贈
　
矯

里創プラン推進協議会副会長（小林津南
町長く左＞）からステキ発見大賞の表彰
を受ける高橋賢治さん

魎億

画

た
。
続
い
て
、
入
選
者
一
人
ひ
と
り
に

雪
肌
米
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
手
渡
さ
れ
、

会
場
に
お
い
で
い
た
だ
い
た
賞
品
提
供

者
の
方
々
か
ら
直
接
希
望
賞
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
地
元
審
査
委
員
長
を
務
め

て
い
た
だ
い
た
十
日
町
市
の
佐
野
良
吉

さ
ん
か
ら
、
審
査
員
の
コ
メ
ン
ト
を
含

め
て
講
評
が
あ
り
、
　
「
ス
テ
キ
マ
ッ
プ

に
ま
と
め
ら
れ
る
の
が
楽
し
み
」
と
い

う
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
十
一
月
に
は
東
京
、
十
二
月
に
は
新

潟
市
（
県
庁
・
ふ
る
さ
と
村
）
、
十
二

月
以
降
に
当
地
域
内
で
、
順
次
巡
回
展

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
テ
キ
マ
ッ

プ
は
、
来
月
三
日
に
刊
行
さ
れ
ま
す
。

　轄練轟
轟

▲中里村長賞　スノーキャンドル
　（桜井大士さん・長岡市）

▲十日町市長賞　八海山に雪形「田かき馬」を
探せ（遠藤八十一さん・十日町市）

▲おらが賞　後世に残したい山竹細工（庭野豊さん・十日町市）

》
審
査
員
賞
〈
真
野
響
子
〉

　
お
婆
さ
ん
と
の
出
会
い

　
（
久
保
田
真
一
さ
ん
・
長
野
県
）

レ
審
査
員
賞
〈
大
岡
　
信
〉

　
ち
ん
こ
ろ
市
に
て

　
（
津
野
文
夫
さ
ん
・
新
潟
市
）
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》
審
査
員
賞
〈
中
塚
大
輔
〉

　
三
人
そ
ろ
っ
て
ヘ
ン
シ
ン

（
高
橋
早
苗
さ
ん
・
川
西
町
）

※
問
い
合
わ
せ
先

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
企
画
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
麿
57
－
2
6
3
7
）



川
西
町
長
選
挙
④

岩
瀬
金
　
子
幸
作

中
村
壮
吉
の
登
場

　
昭
和
三
十
一
年
十
月
二
日
、
初
代
町

長
に
当
選
し
た
中
村
壮
吉
は
役
場
職
員

ら
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
て
登
庁
し
、
町

長
職
務
執
行
者
押
木
利
成
と
事
務
の
引

き
継
ぎ
を
行
っ
た
。
そ
の
あ
と
、
午
前

十
時
か
ら
全
職
員
を
前
に
訓
示
し
た
が

　
　
　
　
　
　
　
な
つ

辞
を
低
く
し
て
人
懐
こ
く
、
と
き
に
は

方
言
丸
出
し
で
語
り
か
け
る
中
村
節
に

職
員
は
感
動
し
た
（
敬
称
略
）
。

　
こ
の
た
び
初
代
町
長
に
当
選
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
感
激
に
浸
り
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
居
る
。
ご
承
知
の
よ
う

に
、
川
西
町
は
豪
儀
も
め
た
あ
と
で
出

来
た
町
な
の
で
、
ま
ず
全
町
の
融
和
・

親
睦
を
は
か
り
、
教
育
と
産
業
を
町
政

の
要
に
、
道
路
網
の
整
備
も
視
野
に
入

れ
て
新
町
の
建
設
を
す
す
め
て
ま
い
り

た
い
。
お
前
さ
ん
方
も
公
務
員
と
し
て

町
民
の
声
や
意
見
に
よ
く
耳
を
傾
け
、

各
係
で
連
絡
・
調
整
を
は
か
り
、
さ
ま

ざ
ま
の
要
望
に
こ
た
え
て
い
く
民
主
的

な
役
場
の
衆
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
川
西
町
は
県
下
に
も
誇
る
経
済
力
を

も
つ
富
裕
町
村
に
な
っ
た
、
あ
あ
。
は

ち
ゃ
そ
う
だ
こ
っ
っ
お
、
発
電
所
の
固

定
資
産
税
が
基
準
財
政
需
要
額
の
半
分

過
ぎ
も
入
る
。
だ
ど
も
ノ
シ
、
な
か
な

か
面
倒
な
町
で
、
チ
ッ
ト
バ
カ
の
し
く

じ
り
が
あ
っ
て
も
ス
ン
マ
な
ん
だ
か
ん

だ
言
わ
れ
る
ス
ケ
エ
、
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
勤
め
て
く
ん
ね
え
か
い
。
十
日

町
と
小
千
谷
に
挟
ま
れ
た
こ
の
町
を
、

町
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て

い
く
か
強
く
責
任
を
感
じ
、
決
意
を
新

た
に
し
て
い
る
が
、
幸
い
、
職
員
各
位

が
一
騎
当
干
の
衆
ば
っ
か
揃
っ
て
い
て

く
れ
る
よ
う
で
有
難
い
。

　
俺
も
町
長
十
年
の
経
験
が
あ
る
ど
も

ノ
シ
、
町
が
デ
ッ
カ
ク
な
っ
た
ス
ケ
、

こ
の
さ
い
昔
の
千
手
町
長
の
感
覚
を
捨

て
て
勉
強
し
、
腕
に
よ
り
を
か
け
て
頑

張
っ
て
、
川
西
町
長
の
職
責
を
立
派
に

果
た
し
て
い
く
決
意
で
い
る
。
お
前
さ

ん
方
も
い
よ
い
よ
和
衷
協
力
、
何
事
に

よ
ら
ず
俺
を
助
け
て
、
新
生
川
西
町
の

建
設
に
と
り
く
ん
で
く
だ
さ
れ
。

二
期
目
は
無
投
票
で

　
中
村
町
長
は
新
町
建
設
五
力
年
計
画

を
柱
に
、
教
育
・
文
化
施
設
の
充
実
と

産
業
の
振
興
を
掲
げ
て
町
づ
く
り
を
意

欲
的
に
す
す
め
た
。
任
期
は
昭
和
三
十

五
年
九
月
三
十
日
に
満
了
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
お
お
か
た
の
町
民
が

予
想
し
た
と
お
り
、
対
立
候
補
が
な
く

て
無
投
票
で
再
選
さ
れ
た
。
そ
の
模
様

を
同
年
十
月
十
日
発
行
の
本
紙
が
大
要

次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
川
西
町
長
に
中
村
壮
吉
氏
が
再
選
さ

れ
、
去
る
一
日
、
全
住
民
の
与
望
を
担

っ
て
二
代
町
長
の
椅
子
に
収
ま
っ
た
。

前
回
の
町
を
二
分
し
て
激
烈
を
き
わ
め

た
選
挙
と
は
お
よ
そ
対
衆
的
に
、
無
投

票
と
い
う
平
穏
な
か
た
ち
で
幕
を
閉
じ

た
わ
け
で
あ
る
。

　
合
併
以
来
五
年
、
新
し
い
町
の
基
礎

づ
く
り
を
成
し
と
げ
た
中
村
町
長
は
、

千
手
中
、
上
野
中
の
統
合
や
信
濃
川
、

渋
海
川
に
永
久
橋
の
架
橋
な
ど
、
も
う

幾
多
の
難
問
題
に
と
り
く
ん
で
い
る
。

「
将
来
に
悔
い
の
な
い
町
を
」
と
訴
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ
て

る
中
村
町
長
に
期
待
し
、
諸
手
を
あ
げ

て
支
援
し
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
。

町
長
選
挙
の
経
過

　
初
代
町
長
中
村
壮
吉
の
任
期
満
了
に

先
だ
ち
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
丸
山

寛
治
委
員
長
）
は
八
月
二
十
三
日
に
委

員
会
を
開
き
、
秋
の
農
繁
期
を
さ
け
て

投
票
日
を
九
月
十
日
に
決
定
し
た
。
七

日
に
告
示
し
て
立
候
補
を
受
け
付
け
、

十
日
午
後
五
時
に
締
め
切
っ
た
と
こ

ろ
、
届
け
出
た
の
は
現
職
の
中
村
町
長

一
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
同
氏
の
無

投
票
当
選
が
確
定
し
、
翌
十
五
日
に
開

か
れ
た
選
挙
会
は
中
村
壮
吉
の
当
選
を

確
認
、
同
日
た
だ
ち
に
選
挙
管
理
委
員

会
を
開
い
て
当
選
告
知
書
を
手
渡
し
、

当
選
証
書
を
付
与
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
中
村
壮
吉
は
引
き
続

き
川
西
町
長
に
就
任
し
、
十
月
一
日
か

ら
昭
和
三
十
九
年
九
月
三
十
日
ま
で
再

度
町
政
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
今
回

の
選
挙
が
中
村
町
長
の
独
走
に
終
わ
っ

た
の
は
、
義
理
人
情
に
厚
い
同
氏
の
人

柄
と
卓
越
し
た
政
治
力
が
評
価
さ
れ
た

結
果
に
よ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
町
長
が
現
職
の
ま
ま
立
侯
補

で
き
る
と
報
じ
た
本
紙
第
二
十
一
号
の

記
事
に
つ
い
て
読
者
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
公
職
選
挙
法
第
八

十
九
条
（
公
務
員
の
立
侯
補
制
限
）
の

「
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
、
ま

た
は
長
の
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
が
行

わ
れ
る
場
合
に
か
ぎ
り
、
現
職
の
ま
ま

立
候
補
で
き
る
」
と
い
う
規
定
が
適
用

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

教
育
と
産
業
を
両
輪
に

　
中
村
町
長
は
、
二
期
目
の
町
政
を
担

う
に
当
た
り
次
の
談
話
を
発
表
し
た
。

　
今
回
の
町
長
選
挙
に
当
た
り
、
不
肖

浅
学
非
才
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
再
度

町
長
に
選
任
さ
れ
、
十
月
一
日
よ
り
改

め
て
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
皆
様
方
の
と
う

と
い
ご
同
情
と
ご
高
配
の
た
ま
も
の
で

あ
り
ま
し
て
、
衷
心
よ
り
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
と
く
に
、
ご
理
解
あ
る

愛
町
の
士
を
も
っ
て
網
羅
さ
れ
て
い
る

美
し
い
川
西
町
の
首
長
に
選
ば
れ
ま
し

た
光
栄
は
感
激
骨
身
に
染
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
ろ
ヤ
つ
く

　
こ
の
上
は
老
躯
に
ム
チ
打
っ
て
懸
命

の
努
力
を
捧
げ
、
い
っ
そ
う
町
政
に
専

念
し
て
皆
様
の
ご
厚
意
に
お
こ
た
え
す

る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
政
の
も
ち
か
た
に
つ
い
て
は
い
つ

も
申
し
あ
げ
ま
す
よ
う
に
、
教
育
文
化

在
り
し
日
の
中
村
町
長

施
設
の
充
実
と
産
業
の
発
展
育
成
の
両

輪
で
す
す
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

　
た
だ
、
時
代
の
進
運
に
と
も
な
い
、

そ
の
内
容
や
ゆ
き
か
た
が
変
わ
っ
て
ゆ

き
ま
す
の
で
、
町
の
皆
様
か
ら
和
や
か

に
、
一
致
団
結
し
て
手
を
と
り
合
っ
て

立
派
な
実
を
結
び
ま
す
よ
う
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
議
の
補
欠
選
挙

　
町
長
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
た
町

議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
第
一
、
第
四
選

挙
区
と
も
に
立
候
補
者
が
一
名
で
、
無

投
票
に
よ
り
藤
田
宏
太
郎
（
千
手
）
と

登
坂
敬
恒
（
仙
田
）
の
二
氏
が
当
選
し

た
。
任
期
は
前
任
者
（
斎
藤
寿
美
翁
・

高
橋
信
吾
）
の
残
任
期
間
で
あ
る
。
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越
櫨
か
わ
に
O
。
び
と
技
ε
ε
3
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
び
（
の
疏
。

　
こ
の
催
し
は
、
川
西
町
の
い
ろ
い
ろ

な
「
ひ
と
」
の
魅
力
と
そ
の
ひ
と
の

「
技
」
が
つ
く
っ
た
も
の
、
そ
し
て
、

そ
の
底
に
あ
る
地
域
の
「
こ
こ
ろ
」
を

紹
介
す
る
「
市
」
を
通
し
て
首
都
圏
の

人
た
ち
と
「
縁
（
演
、
宴
）
」
を
結
び
、

継
続
性
の
あ
る
つ
な
が
り
を
つ
く
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

▼
期
日
　
1
1
月
2
7
日
d
D
～
2
8
日
側

▼
会
場
　
表
参
道
・
新
潟
館
ネ
ス
パ
ス

▼
内
容

〈
ひ
と
の
縁
〉

　
　
川
西
の
人
た
ち
が
心
を
こ
め
て
作

　
っ
た
特
産
品
を
、
川
西
の
自
曝
の
人

た
ち
が
来
場
者
に
紹
介
し
て
販
売

し
、
都
心
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め

ま
す
。

　
（
し
め
縄
・
か
ら
く
り
枕
・
手
縫
い

　
の
靴
・
い
な
か
豆
・
株
と
り
な
め

こ
・
皇
室
献
上
そ
ば
・
麹
漬
け
納

豆
・
く
る
み
羊
葉
・
原
酒
カ
ス
テ

ラ
・
地
酒
松
乃
井
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
・

杵
つ
き
モ
チ
な
ど
）

　
※
お
買
い
上
げ
の
方
に
、
抽
選
で
特

　
　
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

〈
技
の
縁
〉

　
し
め
縄
づ
く
り
名
人
・
靴
づ
く
り

名
人
に
よ
る
実
演
制
作
や
、
し
め
縄

づ
く
り
体
験
教
室
を
実
施
し
て
、
自

分
だ
け
の
し
め
縄
を
作
っ
て
も
ら
い

ま
す
。

〈
こ
こ
ろ
の
宴
〉

　
川
西
町
の
景
観
や
イ
ベ
ン
ト
、
四

季
の
移
ろ
い
を
パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま

す
。
ま
た
、
里
創
プ
ラ
ン
で
整
備
す

る
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
展
示
す

る
ほ
か
、
川
西
町
に
住
宅
を
持
つ
切

り
絵
作
家
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お

　
誘
い
合
わ
せ
て
お
出
か
け
く
だ
さ

　
い
。

財団法人ニューにいがた振興機構

表参道・新潟館　ネスパス
住所：〒150－0001　渋谷区神宮前4－11－7

TEL：03－5771－7711（代表）
　　至渋谷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至渋谷

、
曳

青
山
通
り

パナエモリビル

　　　　ロ
　　　　　　原宿ビブレ21
一表参道一　口

　　地下鉄表参道駅

　　マクドナルド

至赤坂

　　□　［麺三日　　　明
ベネトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り齢1“P羽（｛

至新宿

あなたのチャレンジで始まる・新しいまちづくり講演会ご案内

　　～全業種の中小企業を支援する中小企業経営改革新支援法～

〔］日時　11月26日（金）　午後1時30分～4時30分

口会場　川西町総合センター　3階大ホール

［コ内容　r国及び新潟県の産業振興策について』

　　　　　　　講師：県商工労働部新産業振興課　課長　由良英雄さん

　　　　　『中小企業経営革新支援法の活用法』

　　　　　　　講師：㈲陽明エンジニアリング代表取締役竹内利明さん

　　　　　　（中小企業庁「中小企業イノベーション研究会」委員）

　　　　※これから事業を始めようという方も、ぜひこ参加ください。

会
社
な
ど
の
印
鑑
照
明
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局
に
お
い
て
は
、
十
日
町
市
、

川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
、
東
頚
城
郡
松
代
町
及
び
松
之

山
町
に
本
店
の
あ
る
会
社
な
ど
の
印
鑑
証
明
書
を
交
付
し
て

い
ま
す
が
、
よ
り
安
全
で
簡
単
な
「
カ
ー
ド
式
印
鑑
間
接
証

明
方
式
」
に
変
更
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
新
方
式
へ
の
切
り
替
え
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

1
　
新
方
式
の
「
カ
ー
ド
式
印
鑑
間
接
証
明
方
式
」
と
は
、

　
会
社
・
法
人
の
代
表
者
な
ど
に
対
し
「
印
鑑
力
ー
ド
」
を

　
発
行
し
、
会
社
・
法
人
の
代
表
者
な
ど
の
印
鑑
証
明
書
の

　
交
付
請
求
に
は
、
申
請
書
（
会
社
な
ど
の
届
け
出
印
の
押

　
印
不
要
）
と
と
も
に
、
こ
の
「
印
鑑
力
ー
ド
」
を
提
出
す

　
る
方
式
で
す
。

2
　
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
、
松
代
町
及

　
び
松
之
山
町
に
本
店
あ
る
い
は
主
た
る
事
務
所
を
置
い
て

　
い
る
会
社
・
法
人
の
代
表
者
な
ど
の
印
鑑
が
対
象
と
な
り

　
ま
す
。

3
　
会
社
・
法
人
な
ど
に
は
一
月
中
旬
か
ら
順
次
、
印
鑑
力

　
ー
ド
交
付
申
請
書
を
郵
送
し
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。
会
社
・
法
人
の
代
表
者
な
ど
の
方
は
、
当
支
局
に

　
お
い
て
印
鑑
力
i
ド
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

4
　
印
鑑
力
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
ま
で
は
、
今
ま
で
と
同

　
じ
方
法
で
会
社
・
法
人
の
代
表
者
な
ど
の
印
鑑
証
明
書
の

　
交
付
を
し
ま
す
が
、
平
成
十
二
年
七
月
六
日
か
ら
は
す
べ

　
て
新
方
式
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

　
　
　
（
盈
52
1
2
5
7
5
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

平
成
H
年
度
青
色
決
算
説
明
会
を
開
き
ま
す

期
　
　
日

時
　
　
間

対
　
象
　
者

会
　
　
　
　
場

12

月
2
日
困

午
前
1
0
時
～

　
　
1
1
時
3
0
分

川
西
町
青
申
会
員

川
西
地
区
会
員
外

川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー

12

月
6
日
㈲

午
前
1
0
時
～

　
　
1
1
時
3
0
分

川
西
町
農
業
青
申
会
員

川
西
町
農
業
会
員
外

新
潟
川
西
農
協
本
所
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韮
目

意（
敬
称
略
）

福
祉
に

酒
井
　
一
夫
（
寺
尾
）

五
万
円

東
北
電
力
が

街
路
灯
を
寄
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
十
月
十
九
日
、
東
北
電
力
株
十
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

営
業
所
（
齋
藤
弘
所
長
）
か
ら
、
町
の

た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
、
街
路
灯
九
基
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
町
で
は
、
町
内
の
要
望
を
ま
と
め

る
な
ど
し
て
、
有
効
に
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

小
わ
ビ

　
　
　
畔
厘
山
．
同
崎
正
風
選

ほ
ほ
か
む
り
藪
を
出
て
来
し
茸
と
り

お
互
い
に
野
菜
ほ
め
合
う
秋
日
和

小
豆
打
つ
囲
い
の
雨
戸
立
て
回
し

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

歳
時
記
を
少
し
読
み
て
は
秋
刀
魚
焼
く

秋
う
ら
ら
芋
が
ら
編
み
て
乾
し
に
け
り

夜
の
更
け
て
眠
れ
ぬ
窓
に
流
れ
星

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
石
澤
　
澄
代

大
い
な
る
星
の
流
れ
て
計
報
聞
く

庫
裡
の
辺
に
そ
ー
っ
と
大
根
置
い
て
来
し

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

猫
ジ
ャ
ラ
シ
風
に
ジ
ャ
レ
テ
ル
草
の
中

萩
の
花
塀
に
揺
れ
い
る
日
和
か
な

　
　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
　
徳
治

満
月
に
東
京
タ
ワ
ー
の
シ
ェ
ル
エ
ッ
ト

立
ち
止
り
ふ
り
返
り
見
る
金
木
犀

　
　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

老
二
人
膝
か
ば
い
つ
つ
抜
菜
か
な

人
去
り
て
墓
石
の
供
華
に
小
鳥
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

秋
冷
や
水
に
動
か
ぬ
雲
の
か
げ

遠
山
の
た
だ
黒
う
し
て
秋
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

細
や
か
に
匂
ひ
こ
ぼ
せ
し
金
木
犀

蜘
蛛
の
囲
に
命
短
か
き
赤
ト
ン
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

農
継
ぎ
て
農
を
尊
び
豊
の
秋

耕
せ
る
土
そ
の
ま
ま
に
冬
ざ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
遊
人

お
互
い
に
野
菜
ほ
め
合
う
秋
日
和

　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
）

小
豆
打
つ
囲
い
の
雨
戸
立
て
回
し

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

十
月
の
航
跡
残
し
佐
渡
を
た
つ

朝
寒
や
達
者
と
よ
き
名
も
ち
し
里

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

秋
暑
し
弁
天
堂
の
朽
ち
し
絵
馬

秋
風
も
都
電
も
ビ
ル
の
谷
間
行
く

　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

ブ
ラ
ン
コ
の
鉄
冷
え
び
え
と
秋
深
む

し
ま
ふ
べ
く
洗
い
し
ス
ダ
レ
秋
日
和

　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

歳
時
記
に
は
さ
み
し
今
朝
の
落
葉
か
な

夜
食
し
て
芸
居
げ
い
こ
の
熱
気
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

田
に
残
る
水
の
ひ
か
り
て
朝
寒
し

出
展
の
大
菊
鉢
を
洗
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
真
上
に
来
た
る
天
高
し

も
ぎ
残
る
柿
暖
く
夕
陽
浴
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

電
線
に
並
び
旅
立
つ
つ
ば
め
ら
し

伝
説
の
地
を
訪
え
ば
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

コ
ス
モ
ス
の
ホ
ー
ム
に
揺
れ
て
無
人
駅

鉄
塔
の
立
つ
峰
々
の
薄
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

秋
茄
子
の
紺
し
た
、
り
て
籠
の
中

　
　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山

小
春
日
や
糠
焼
く
煙
り
二
本
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斉
木

句
碑
公
園
よ
り
見
渡
せ
る
大
刈
田

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海

稲
の
花
大
暑
の
風
に
匂
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子

向
山

和
人

白
涛

鉄
平

齋
藤
所
長
（
左
）
か
ら
目
録
を

受
け
る
田
口
町
長

O休日救急医

11月14日本町クリニック（本町3

　　　　2｝　50－1160

　　21日池田医院（本町西〕

　　　　a　52－2581

　　23日川西町診療所（高原田）

　　　　麿　68－2034

　　”　津南病院（津南町）

　　　　a　65－3161

　　28日長山医院（津南町）

　　　　a　66－2877

12月　5日田中外科医院（田中町）

　　　　2｝　52－2403

　　12日第二藤巻医院（上野）

　　　　a　68－2018

　　〃　津南病院（津南町）

　　　　費　65－3161

尿
失
禁

糊
銅
邑
鞍
㎜

　
秋
も
深
ま
り
冷
え
込
む
日
が
多
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
寒
く
な
る
と
ト
イ
レ

に
通
う
回
数
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
中
に
は
尿
漏
れ
や
尿
失
禁
で

困
ま
っ
て
い
る
人
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
尿
が
近
か
っ
た
り
、
尿
漏
れ
が
あ

っ
た
り
し
て
、
長
い
外
出
や
旅
行
が
で

き
な
い
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
生
活
の
楽
し
み

や
行
動
が
制
限
さ
れ
る
の
は
さ
び
し
い

こ
と
で
す
。
工
夫
し
だ
い
で
生
活
の
支

障
を
最
小
限
に
し
、
普
通
に
生
活
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
は
、
失
禁
対
策
用
に
色
々
な
品

物
が
あ
り
ま
す
。
軽
い
失
禁
で
あ
れ
ば

失
禁
用
パ
ン
ツ
や
尿
取
り
パ
ッ
ト
な
ど

を
活
用
で
き
、
外
見
的
に
も
気
に
な
り

ま
せ
ん
。
失
禁
が
あ
っ
て
も
自
分
で
動

け
る
人
で
あ
れ
ば
、
パ
ン
ツ
型
の
紙
オ

ム
ツ
も
あ
り
、
自
分
で
上
げ
下
ろ
し
が

で
き
交
換
す
る
の
も
楽
で
す
。
他
に
も

色
々
あ
り
ま
す
の
で
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
や
、
福
祉
用
品
の
お
店
、
薬

局
等
で
見
て
み
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、
失
禁
を
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
ど
う

い
う
時
に
失
禁
す
る
の
か
、
尿
意
が
あ

る
の
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
尿
意

が
あ
っ
て
も
ト
イ
レ
に
行
く
の
が
間
に

合
わ
な
い
場
合
は
、
部
屋
を
ト
イ
レ
に

近
い
所
に
変
え
た
り
、
部
屋
で
ポ
ー
タ

ブ
ル
便
器
や
尿
器
な
ど
を
使
っ
た
り
す

る
こ
と
湾
き
ま
す
．
活
で
も
間
に
翻

姶
搬
館
坤
搬
臆
儲
ひ
情
掃
魎

に
行
く
こ
と
で
オ
ム
ツ
蕩
す
こ
と
が
鈎

少
な
く
な
り
享
・
　
　
鱒

ま
た
、
あ
る
薬
を
飲
み
始
め
た
ら
失
認

禁
を
起
こ
す
こ
と
や
、
脳
卒
中
や
糖
尿
爾
晦

塵
馨
葬
静
亀

力
あ
り
ま
す
　
思
し
あ
た
る
事
が
あ
っ

た
ら
医
師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

失
禁
が
あ
っ
た
り
、
尿
回
数
が
多
か
っ

た
り
す
る
人
の
中
に
は
、
水
分
を
ひ
か

え
て
い
る
人
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
り
つ
こ
う

水
分
を
制
限
し
す
ぎ
る
と
膀
胱
炎
や
脱

水
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
食

事
以
外
に
1
日
1
2
（
コ
ッ
プ
5
杯
）

の
水
分
は
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
コ
ー

ヒ
ー
や
紅
茶
、
濃
い
緑
茶
は
ひ
か
え
た

方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
ほ
か
、
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
の

方
の
失
禁
に
つ
い
て
は
、
保
健
婦
や
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
2

自尊心を傷つけないように

、
　
ぎ
．
。

し

。
％
o

　　　　　　　1♂1

　　　勧1象

　　　　事　　

雪～》
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星
名
　
　
刃
美
口
　
　
沖

　
　
　
　
　
　
　
　
禾
　
美

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

水
品
　
ヨ
シ
6
3
（
力
之
介
）
三

相
崎
　
守
太
68
（
本
　
人
）
沖

星
名
政
雄
7
3
（
本
人
）
沖

、
羅
繹
饗
、
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
犠
彦
き
き
葛
㌶
臼
笛
伽
ら
嵐

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
ゆ
う
だ
い
立
昌

小
林
　
　
裕
大
　
　
　
中
仙
田

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
お
り

　
　
　
　
陣
み
靖
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立立立領

つ
な
ひ
き
競
技
会
結
果

10

月
2
4
日
　
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
（
※
優
勝
チ
ー
ム
の
み
）

〔
小
学
生
低
学
年
の
部
〕

優
勝
　
も
え
ろ
ペ
ガ
サ
ス

〔
小
学
生
高
学
年
の
部
〕

優
勝
　
か
が
や
き
A

〔
一
般
の
部
〕

優
勝
　
モ
ク
ラ
ク
A

一般の部、決勝戦のようす

　　高山中登
た橋岸条坂
か　シ徳秀久
さ　ン次治治
じゆ

『一　　　　88　80　76　74

1＿＿＿＿
ご　本本孫本
円

満ささ書△
に室霜坪赤

健
太
郎

千
　
鶴

裕
一
郎

美
津
子

　
功
佳
　
代

寺
　
尾

西
山
町

み
の
り
団
地

み
の
り
団
地

中
屋
敷

十
日
町
市

ノ

　霧騒雛

　
表
紙
の
写
真

　
十
月
三
日
、
仙
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
町
防
災
訓
練
と
同
消
防
団
秋
季

消
防
演
習
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
防
災
訓
練
で
は
、
仙
田
地
区
を
震
源

地
と
す
る
震
度
六
以
上
の
強
い
地
震
が

発
生
し
、
地
区
内
の
各
集
落
で
被
害
が

発
生
。
火
災
の
鎮
圧
と
け
が
人
の
救
出
、
＝

仙
田
小
学
校
屋
上
に
取
り
残
さ
れ
た
人

の
救
助
と
搬
送
と
い
う
想
定
。
雨
天
の

た
め
一
部
日
程
に
変
更
が
あ
っ
た
も
の

の
、
団
員
ら
は
避
難
広
報
訓
練
、
火
災

通
報
訓
練
、
放
水
訓
練
、
緊
急
出
動
訓

練
、
応
急
・
救
護
訓
練
に
真
剣
で
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
高
所
救
助

訓
練
で
は
、
県
消
防
防
災
航
空
隊
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
要
請
。
要
救
助
者
を

救
出
し
、
搬
送
す
る
と
い
う
訓
練
も
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

八
仙
田
小
学
校
丁

●

U蟹ψ績羅灘
灘
盤

　
藻
．
　
　
織

難灘
、ゐ》

「
書
」

　
5
年
生
登
坂
光
義
く
ん
騨

　
　
ん

　
」
く

ンオ
志
イ
貴
ラ
条

鞠
中

　
、
ノカ
生
ふ
年

「
　
　
ハ
∠

　
▲

「秋の木の実写真立一

5年生登坂歩さレ
¶
シ
ッ
ク
な
色
の
か
ご
」

　
　
6
年
生
川
崎
有
紀
さ
ん
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1

笥ン
ん
チ
さ
ポ
央
力
奈
る
口

入こ
樋

しこ
生
ど
年

「
　
つ
」

▲

●
　
　
●
　
　
o

　
　
　
　
の
ぎ
の
　
の
　
の
　
ロ

　
　
　
　
　
ゑ
　

謬
難
覇
避

継
鰹
蕩

。
憂
！
演
－
醸
ε
2
、
照

レ
、
ひ
げ
く
ん
」

　
1
年
生
斉
木
俊
樹
く
ん

　
　
　
　
　
ん

▲「ロボツト君」

　4年生高橋由紀奈さ

（
12
月
号
は
川
西
中
学
校
で
す
）


